
  

 

 

 

 

 

子供たちの成長に感謝！～粘り強くあきらめない心～ 

 

校長 川畑 敏彦  

 

先日の昼休み、校長室に来られた地域の方と話をしていると、「ここから校庭がよく見えますね。

子供たちの元気な様子がよくわかります。」と話されました。普段何気なく見ている風景でしたが、

確かに校庭全体が見渡せ、子供たちの様子や表情までよくわかります。だから校長室はこの場所

にあるのだと改めて思いました。 

ドッジボールやバスケットボールをする子供、鬼ごっこやかくれんぼ、運動会の前には、リレーの

練習や応援団の練習、今はなわとびの練習が多いです。どの子も楽しそうに遊んでいます。時に

は、トラブルもありますが、周りの子供や高学年の子供たちが間に入って、いつの間にか収まってい

ます。私は、校長室から見えるそんな光景を見るのが大好きでした。 

最近は、子供たちと校長室にあるけん玉やコマ、竹とんぼなどで昔の遊びをしています。最初は、

どの子もやりたがってしてみるのですが、うまくいきません。しばらくすると人数が少なくなっていき

ます。残っている子供で、できなくても何回も何回も挑戦している子供は、ふとした瞬間にできるこ

とがあります。コツをつかんだ瞬間です。その時、本当にうれしそうな顔を見せます。何事も最初か

らできる子供はいません。何回も何回も失敗しながら、でも、あきらめないで取り組むことで必ずで

きるようになります。そこまで取り組んだ子供は、できるようになること以外にも大切なものを手に

入れることができるのではないでしょうか。 

 

子供たちは日々成長しています。そして、その成長は様々なところで現れます。この

一年間でどの子も大きく変わりました。私たちができるのは、その子供の成長を認め

励ましてあげること。そして、つぎのステップへとつなげてあげることだと思います。子

供たちが自ら考え、行動できる「自立」の心を育てることです。 

紫原小学校には素晴らしい伝統があります。朝のボランティア活動や体力づくり、

あいさつ運動、きょうだい学級、読み聞かせ等々、これまで卒業生が築いてきた紫原

小の素晴らしい伝統は、これからも後輩たちに引き継がれていくことと思います。 

子供たちはいつか紫原小学校を巣立ち、紫原の地を離れる時が来るかもしれませ

ん。それでも、子供たちの「根っこ」は、ここ紫原の台地に張り巡らされていることを忘

れず、「自立」を図ってほしいと願います。 

 

令和８年度の学校教育目標は、 

「自ら未来を切り拓き、『自立』するつくしの子」 です。 

この目標を達成するためには、学校だけでなく、保護者や地域の方々のご協力は不可欠です。

今後も「つくしっ子」たちが安心できるよう、温かい目で見守りをよろしくお願いします。 
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本校は教育の重点の１つに21世紀版「郷中教育」を

推進しています。その学びの１つとして，毎年，５年
生は，自顕流体験を総合的な学習の時間で行っていま
す。今年度は２月26日（木）に８名の講師を招いて，
鹿児島の先人である西郷隆盛や大久保利通も学んだと
いわれる「薬丸野太刀自顕流」を体験しました。 
「自顕流は木刀をひたすら打ち込む練習を通して己自
身の鍛錬を培う
こと」など，初
めて聞く講師の
方からのお話に,
子供たちも真剣
なまなざしで聞
き入っていまし
た。初めは慣れない様子も見られた子供たちでしたが,
大きな声を出して，元気よく木刀を振って,気合の入っ
た打ち込みを見せる姿もありました。また，担任や保
護者の方も体験して，子供たちからも大きな歓声が上
がっていました。 
この学習を通して鹿児島の先人たちが築いてきた文

化に触れ，貴重な体験をすることができました。この
体験をとおして，５年生が，一段とたくましくなった
ような気がします。４月からはいよいよ６年生になり
ます。リーダーシップを存分に発揮し，学校全体を盛
り上げてくれることでしょう。 

 
 
 
３月８日（日）は，音楽部の

「お別れコンサート」がありま
した。会場には，児童や保護
者，地域の方々がたくさん集
まり，盛大なコンサートとな
りました。 

会場では，音楽部
の今年１年間の活動
の写真や風船の装飾
が飾れたり，休憩時
間にスライドが流れ
たりして，音楽部の
魅力が詰まった会場
となりました。 
また，音楽部の美

しく迫力ある演奏だ
けではなく，６年生
によるアンサンブ
ル，イントロクイズ
や保護者や卒業生との共演（学校長も指揮を振りまし
た），など，工夫を凝らした楽しい演出もあり，会場
全体で楽しめる演奏会となりました。 
卒業生の感謝のあいさつも感動的でした。最後は，

九州大会出場の曲等を演奏し，圧巻のマーチングを披
露しました。 
会場準備や運営にご尽力いただいた音楽部の保護者

に皆様，会場にお越しいただいた方々，誠にありが
とうございました。 

 
 
 

 
〇鹿児島市剣道スポーツ少年団錬成大会 
高学年の部  優秀賞 ６年 佐藤 智仁 さん 
６年女子の部 第２位 ６年 納沢 華瑠 さん 

３月６日（金）は「６年生を送
る会」が行われました。 

この１年間，紫原小のリーダー
として頑張ってきた６年生に感謝
の気持ちを伝えるため，各学年で
色々と工夫した発表を披露するこ
とができました。１年生の校歌ダ
ンスでは，６年生も一緒に踊る姿
がとても微笑ましかったです。ま
た，学校のリーダーを託す意味を
込めて，６年生が投げるボールを
５年生がキャッチする様子も盛り
上がりました。 

全児童で行ったじゃんけん列車
等のレクリエーションでも，子供
たちの笑顔があふれていました。
今の学年も残り少なくなり，全校
のみんなで一つの思い出を作るこ
とができました。 

企画や運営をしてくれた，５年
生の総務委員会のみなさんもよく
頑張り，１年間の最後の行事を締
めくくるにふさわしい，素晴らし
い「６年生を送る会」となりまし
た。 
 
 
１月 13 日,14

日の２日間，５
年生が鹿児島学
力。学習状調査
に取り組みまし
た。今年度もＣ
ＢＴ方式（タブレットで問題を解くシステム）で実
施されました。 

全般的に県平均を上回る結果となり，子供たちの
頑張りと先生方の取組の成果が表れた結果となりま
した。課題としては，「話すこと・聞くこと」等，
国語の定着が不十分であることが挙げられ，次年度
の重点事項として，「読み取る力」を付けていくこ
とに取り組んでいきます。また，今後，詳細に分析
を行い，子供たちの学習意欲を高めるとともに，基
本事項を定着させていくよう，授業の充実を図って
いきます。 

御家庭でも規則正しい生活を行っていただくとと
もに，見届け，賞賛等の御協力もよろしくお願いし
ます。 
 

 

 国 語 社 会 算 数 理 科 
県 平 均 5 1 . 0 4 9 . 4 3 9 . 2 5 4 . 1 

本校平 均 5 4 . 5 5 9 . 8 5 5 . 5 6 0 . 0 

県 と の 差 + 3 . 5 +10.4 +16.3 +10.8 

 

 

【４月…卯月（うづき)…April】 
８日(水) 新任式・始業式（新２～６年生：３校時授業，給食なし） 
９日(木) 入学式（新２～６年生：５校時授業，給食あり） 

  15 日(水) 特別支援学級開級式・学級ＰＴＡ 
16 日(木) １年生給食開始 

 17 日(金) なかよし集会 
第１回学級ＰＴＡ， 
ＰＴＡクラス役員会・地域部会・引継ぎ研修会 

 21 日(火) 地震想定避難訓練，教育相談① 
 22 日(水) 教育相談② 
23 日(木) 全国学力・学習状況調査，教育相談③ 

 24 日(金) 教育相談④ 
 28 日(火) 教育相談⑤ 
 30 日(木) 教育相談⑥  
   
【５月…皐月（さつき)…May】 
 １日(金)  教育相談⑦ 
 ８日(金)  民生委員と語る会，教育実習（～６／４） 
 ９日(土)  土曜参観日・１年生を迎える会 
      ＰＴＡ総会 
 12日(火)・13日(水) 体力・運動能力調査 
 22 日(金)  プール掃除（6年生） 
 28 日(木) 児童総会 
  29 日(金) 社会科見学（6年生） 
27 日(水) 防犯教室 

6 年生を送る会（6 年生に感謝とエール）

音楽部「お別れコンサート」 

自分に勝つ！～頑張った持久走～ 
 

鹿児島学力・学習状況調の結果 

薬丸野太刀自顕流（伝統の技を体験） 

自分に勝つ！～頑張った持久走～ 
 

４月・５月の主な行事予定 

受賞おめでとう！

う！」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

」」」」」」」」」」 

※ 令和 8 年度の教育相
談は，地区別ではあり
ません。 


